





























































 第 8 章で、WeChat 発話環境で発話活動を行っていく継続性や発話活動の活発さに影響
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 第 10 章では、フォローアップインタビューの内容を詳細に記述し、学習者の WeChat
発話環境での発話活動に対する評価をまとめ、WeChat 発話環境での発話活動の利点や欠
点などについて考察した。まずは、学習者の日本語口頭運用能力に対する自己評価から、
約半数の学習者が発話活動に参加することを通して、日本語の口頭運用能力がレベルアッ
プしたと実感していることが分かった。また、WeChat 発話環境での発話活動に対する評
価に関して、「緊張しない・プレッシャーない」と評価した学習者が多いため、WeChat発
話環境は対面ではなく、間違っても削除できるという利点があり、学習者の心理的な不安
の減少に役立つと考えられる。 
 終論である第 11章では、各論によって得られたものを総括し、日本語教育への示
唆、今後の課題を検討した。 
 
